
物・董泥石・ク・一ム華或はク・一ム柘榴右・黄鉄鉱・

　　　　　　　　　　ノ磁鉄鉱等が充蟹しているQクローム鉄鉱は程度の差はあ

るが一般に著しく破陣さ為，他形叉は牛自形を呈し，輪。、

戸廓が不定で且つ麺裂に富んでいるため7一個体の大さは

明確でない。結晶粒は暗福色乃至黄褐色の牛透明である

が，その周縁及び鉋裂に沿つて不透明部分が存在するの

が常である。牟透明な部分は光学的に等方性であるけれ

　ゆども1，往々不規則なパッチ状に幽かな複屈折を示す部分

がある㌔叉ク冒一み鉄鉱粒中には，稀に撒濱石・輝石等

の初生鉱物の原形を止めた蠕紋石を包裏していることが

ーあるQ

　斑状鉱（俗にメツチゼ鉱）は鉱体の一部（例えば西神鉱

床，弁慶鉱床）に見らやるもので，外観は前記塊状鉱と

．大きな差異はない。鏡下に於ては，クロー云鉄鉱粒の破

砕の程度は塊状鉱に及ばず，，／通常不規期且つ円味を帯び

たものであつて，稀には自形（径0。5＾4・0・mm）を示し，

至く準紋石化さ：れた撒麓石粒の聞隙を充している。組成

鉱物としてはその他多量の蛇紋石及び少量の滑石・粘土

鉱物・墓泥石及び微細な磁鉄鉾が認めらわる6クローみ’

鉄鉱自身の光学性及び結晶粒中に新鮮な撒麓石及びその

形跡を止める蛇紋石を包裏していること等は塊棘鉱の場。

合と同様である。

　　　　　　　＄．晶位及び鑛量
　鉱石中に含まκ為〃ローム鉄鉱粒の密集度及び粒凌津

は不同噛？てr魁ないが・蹴鉱にあつ口潔粒塊

状鉱に粗当iするものが多．く，その品位はCr20350％以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誓上，表土叉は崩壌角礫性堆積暦中に存在するこ9の種の鉱

石でほ55％以上を示すことが多い。班状鉱にあつては細

粒斑状鉱に柑当するものであつて，その晶位はCr203

25～30％程度のものである。なお当鉱山の買鉱晶位ば干

均Cr20353％であるo

　管　この事實は，鈴木醇教授によをご1ば，後i次的に興えられた．堅力の影

　　響によるものと思、われて硫るo

　　　　　　　　　　　　　　　奪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　　553．661：550．S（524）：622・19

　　　　　　　　　　　　　　　　　’カイ　ベツ

　鉱床の凝鰍誰べた様に課轡充分硫く且つ銃1
　内が殆んど荒廃しているので，鉱量の計算は現在の処不1

　可能であるo　　鵬　　　　　　嶋

　　　　　　　9・澹革及び現況
　昭和9年（1934年！夏，現在の神恵坑附近に於て初めて

彩しいクロー、ム鉄鉱の轄石が発見され，その後，昭和工1，

　年に現鉱業権者はその開発に着手した。着業以来鋭意探

　鉱に勉めたが、当・初鉱況稽々思わしくなかつた。昭和18

　年頃漸く富鉱部をつきとめ且つ鉱床の傾向を少しく明瞭

　にすることが毘来たので，その将来に多くの期待を持つ・

’ことが出来る様になつた。然し昭和20年終戦と共に休

車の止むなきに至つたので・專ら酪坑の保坑甥め・

　昨年鳳来再開されている。嘗て，鉱区内各漸に匪難され

　た探鉱玩道は甚しく崩壌し，』唯現在稼行中の西紳鉱床長

　官坑のみが入坑可能である。着業以来昭和24年3月ま

　で累計約ユ0，00供の出鉱を見，その中西紳鉱床は終戦

　後の約2，000tと合せて約5，000t』を出鉱している。，こ，

れらの鉱石は平均品位Cr20353％であつて，現在日本

　　　　　　　　　　　　　　亀イヒ轍朱式会祉に邊鉱している。

　　　　　　　　10・結、語
　鉱床の母岩をなす蛇紋岩体は周囲の水成岩類に対して

一種のSeptaとして現われており，從来数個所に知られ

　ている鉱床はすべてこのSeptaの縁辺部に近く胚胎して

．いる。鉱体は何れも不規則な塊状乃至楕円体獣のものが

連鎖状をなし，筒状の鉱床を形成する傾向が強い。

　親在坑道の殆んごが入坑出乗外、且つそ粋ぢも未だ探

鉱の目的を蓬することなぐ中止しているので，鉱量の計

　算は不可能な状態に在る。然し乍ら将来の探鉱によつて

　はなお多くの鉱床の存在が期待出来るであろ5。特に西

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　紳鉱床，・伴慶鉱床の下部に対じては探鉱坑道の推進，紳

恵鉱床に対しては附近の地形が地較的緩慢で劇る’と㌧渉一

　ことふらも，何等かの物理探鉱を試みるのが効果的では

　ないかと思う。　　　　　　　（昭和雛年6月調査1

北海道，北見國海・別硫黄鉱山調査韓告、

、
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一］S『o．6and　also　shqws36．13％’a右high　grade

ores。

　　　　　　　要『　約　　・、
海別硫黄鉱山は海別岳の北東山腹に在る。附近の地質、

鉢凝友質集塊巻両輝石安山岩爆岩1よりなり・硫黄鉱床

はこれらを母岩として旧爆裂火口中に胚胎するQ露頭10

ヵ所，第1乃至第6露頭はNE－SW方向に並んでいるQ

この中最も大きく見られる¢）は第1露頭であつて，その

長さ38m，幅22m，確められた厚さはユOmである。

　鉱床の型式には鉱染，交楓昇華乳洗澱等が為つて互

に漸移する。但し普遍的に見られるものは鉱染・交代鉱・

床である。

　鉱床母岩の主なる変質は珪化作用であり，明馨石化作

用これに次ぐ。　　　　　　　　、ノ
鉱石は一般に茨黄色乃至友色粗懸であるカ㍉洗澱性の

ものでは黄揚色葡萄状或は皮殻状を呈して時に禾本科植

物を交億している。鉱石の鉱物成分は硫黄と蛋白石を主

とし，屡々明馨石或は硫化鉄を俘う曾鉱石の種類として

は岩鉱，昇華鉱，硫化鉄鉱がある。

　鉱石の品位として第1乃至第6露頭の全露頭面の平均，

はS・15・3t％，同上鉱部の李均曝S36．13％である。こ

の他第8露頭φ上鉱部はS94・20％宅あつて最も優良で

あるo
　　　　　　！　鉱量に関しては，下部の探鉱が進んで“ないので鉱床

の形或ほ規榛に就』もては全く解らず，・從つで未だ鱗量の

算定の時ではない。然し乍ら少くとも第1乃至第6露頭

嘆状か雛しで今後螺鉱郷で轡目蝿の鉱量が

見込まれることは疑いないo

　　　　’1・　1．緒　
。……’「、

一　昭和24年8月上旬の6日聞北海道支所松村明と共に．

海別硫黄舘山を調査す為機会を得た。本地区硫黄鉱床の

調査は既に昭和14年に赤岡純一郎に依つて行われて居

り（手記），，ごの種鉱床として有望であることを指摘され

宅いる。今回の調査目的は札幌通商産業局の要望もあつ

て，鉱床の形体及び性状の窮明と共に附近の地質を明か，

にすることにあつた。このために各露頭の剥土若しくは
　　　　　　ド井戸堀・璽亙壕堀をしたが，短期日であつたことと，・湧水

に依つて鉱体深部を知り得ず，從つてその形体を把握出－

来なかつたことは遺憾である0

　　　　　　　2．鑛　厘・．＼

　’登録番号　北見國試登第695壬号，

　鉱種名硫黄
・
．

鉱業権者．網走市新町86．安藤與介

　　　　青森市浦町橋本29．豊川武智男

　　　　　　3』，位置及び交通
　鉱区は北見國斜里郡籍里町大字東朱円村及び根室國目！

　　　　　　　　　、　　●
　拳

梨郡羅臼村乳同國標津郡標津村の，3村に跨るが，鉱床は畠

羅臼村に在つて海別岳の北東直踵離2kmの植別川上流

に当るo

・現地に至るには釧網線斜里駅で陣し，これより東方

灘瀞・6kmの蘇円淋馬車輔の便飾り・更
に東朱円からの略々13kmを海抜800卑の國境を越え

て歩かなければならない。但し斜里駅，現場間29km．

のトラック輸逡は可能であるQ㌧　　　　　・β．り

　ト　　　・　　、4・地形及び地輩

本地騨繊6・馳から85・m脚こあつて・・区域外、

の南西に屹立す多海別岳（1，4⑱m）は知床孚島の基部に

位し，千島火山脈中の1休火山である。本火山は複式火山

を形成し，海別岳1まその中央火口丘に当る。海別岳9山，

腹上には鉱床賦存地のように爆裂火口が見られる。F概し

て知床背梁の西側の山容は緩傾斜であり，東側では植別

川に依り開析され，河流も急で各所に断崖を形成する◎・

植男1川は本複式火山の火口瀬で，北東洗して外輪山を出

宅根…蒼海峡に注いでいるo

　附近の地質概略は，下部は集塊岩よりなり・これを安由　一

岩熔岩及び米山岩屑が被覆’しており，集塊岩中には泥

岩・砂岩・凝友岩の薄暦を挾むことが南る。・集塊岩は主

として安山岩塊を含む凝荻質集塊岩で・安山岩塊に普通

角閃石輝石家山岩及び輝石安山岩で昂つて，後者には杏’

1仁状球寓を有し・玉髄・緑泥石物質が充填している・安申

．岩熔岩は区域の大部を被覆して屡々柱状節理を呈する。

主として両輝石知岩であつ磯細塊斜輝石が多

“
く・石基ほ淋脹石の間隙綿誠1瀞獅が埋めて
いる。なお区域外南西に新期の海別岳熔岩が本安山岩を

被覆している。火山岩屑は河流及び山腹1に発達する。，

　　　　　　　5．鑛　　床
　a．概読　硫黄鉱床は両輝石安山岩若しくは集塊岩中

に胚胎するが，’母岩は屡々変質作用を蒙つてい為ので原

岩の不明な場合も少くない。鉱床の露頭は10を数える

が・概して．露出が悪く・第10露頭のようにそめ鉱況を

詳にし得ないものもある。第1露頭が最も大きく見ら』

，れ・第2・第3・第4・第6露頭はこれに次ぐが・品位の

優良なのは第69第7・第8露頭である◎これらの分布

は第耳露頭乃至第6露頭迄はN：E噌SWに並んでいる・

　現在見られる各露頭の富鉱部は概して露頭の中心寄り

に見られる。然しこの富鉱部附近でも時に鉱化作用の及　　．

離鍛騨諜轟鱗．鷺蔀㌍譲
には20m前後のものが多く，’その幅は1q’》⑳mであ

るQ’

　b・鑛床の型　鉱床には鉱染，交代・昇華・洗澱等の
・・型式があつて互に漸移する。鉱染・交代鉱床は：普遍的に’

34一（29手）
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1　～皿 知蘇一弊9露頭1

・第2圖　海別硫黄．鑛’山地1質鑛床圖

．見られるもので最も重要な鉱床を形成し，昇華硫黄は第

餐露頭及びそれより以北た産する。叉沈澱鉱床億交代を

・俘つて第8及び第＆露頭に見られる。

　1α母岩の攣質　鉢床附近の母岩は著しく変質を牽け

こて喚るが，その主なものは珪化作用及び明馨石化作用で

こある6　　　　　　　甲％一、，

　安山岩の珪化作用を蒙つた部分を見ると概ね白色粗霧

　　　　　　　　　　　　となり，鏡下では長石及び

　　　　　　　　　　　鉄苦土鉱物はその輪廓が保

　　　　　　　　　　　存サられても大部が細粒の，

　　　　　　　　　　　石英或は蛋白石14よつて代

　　　　　　　　　　　表されているo．著しい時は

　　　　　　　　　　　蹴灘が失われ規叫，
　　　　　　　　　　　　ある。癒おご4）珪化作用は

　　　　　　　　　　　現に第3・第2・第i露頭よ

　　　　　　　　　　　　り巧E方向に見られるが，

　　　　　　　　　　　　これより8榊方向ではこの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現象は軽微である。珪化作

　　　　　　　　　　　　用に鴛硫黄多『硫化鉄及び明

　　　　　　　　　　　　磐石の交代作用が俘われる

　　　　　　　　　　　　ごと潜ある。蛋自石・硫黄ρ
　　　　　　　　　　　　て
　　　　　　　　　　　　明磐石・硫化鉄の交代は場

所にまり差違はあるが蛋白石の交代作用が最も著し

くジ且つ畢も普遍的奪も璽であつて餌床を離れても見ら

れ，硫黄はこれに亥く㌔硫化鉄及び明馨石ほ地域的1こ限．

られ七前者は鉱床の中心部（例， 第4・第6露頭）に，後

者、まその外縁部（例，第1露頭）に多い。

　d・各論　第1露頭の母岩は輝石安山岩である。本露

頭は東西方向に長さメ3甲で，幅22mに露轟してお鱈

書5二（295）

■
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確められた厚さは10mである。本露頭の優良部ほ西寄

　りであるが，東寄り母岩孔窩の内面及び鉋裂の側壁にtは

今なお硫気ガスの上昇があつて昇華硫黄が見られ，更に

周辺の岩石を硫黄で置換して鉱染一交代鉱床を形成し，

漸次鉱床と母岩との境界が不明瞭となるo特にこの附近

　に明馨石め交代が著しい。　　　　　　　　～

　第2露頭の母揖は集塊岩である・露頭の長さは19m・

　幅の最大は17阻であつて，これが第1露頭に漣続する

・ように思われる。集塊岩は成層しており，この中に泥質

　のものジ砂質のもの及び珪藻圭質岩を含んで、・る。本露』

一頭ゐ優良部はそめ中心南寄りに見られ，この部になお硫、『

　気ガスの上昇が見られる。第1露頭に同じく鉱染一交代

r鉱床を形成し，北西部に於て母岩との境界が不明瞭とな

　る。第1露頭からこの附近迄明募石による交代が鏡下に

　て観察される。

　第3露頭はその露出部が粘土化されているが，母岩は

，安山岩で昂つて西より東へ300の勾配に滑つて延び，北

　東方向には第2露頭と続いている。露頭の長さ27m・’

1幅23mであつて，優良部はその中心寄りF見られるQド

　第4露頭め母岩は変質に依つて到然しないが集塊岩と

　恵われる。露頭は勾配30。の山腹上にあつて長さ62m，

　幅10・）捻mである。富鉱部が西と東に2箇所あつて，

、その西側のものは安山岩及び凝茱岩を交代してなお硫気

　ガスを上昇しており，・東側のものは現に硫質泉の湧出も．

　あつて火山砂泥を交代し，沈澱鉱床を形成する。後者で

と考えら飽る。邸ち屡々禾本科植物を交代しており，そ

の後に安山岩を交代した所謂沈澱一鉱染一交代複合鉱床

をなしくいおよ5に思われる。このため硫黄の品位が高’

められ，叉鉱石の外観が岩鉱に類するのであろ5。

第負露頭は北西より南東に20mの長さに細長ぐ沢沿

、・に延びている。安山岩を交代しているが物この西孚の

i部を除いては極めて不良であるQ

　　　　　　6．鑛　右
鉱右は一般に友黄色乃至荻色を示して質粗懸である

が，昇華硫黄では鮮黄色をなし沈澱性のものでは黄揚

色を示し宅屡々葡萄状或は皮殻状を呈する。洗澱性鉱床

では時に禾木科植物を交代してい為。鉱石中には原岩

（主どして安山岩質岩）の組織や構造を残レている場合が

多い。

鉱石の組織及び鉱物成分は鉱床によつて変化が著しい

　　　　　　　　　　　　　　　ワがヂー般に硫黄と頚白石を主成分と』しており，屡々明馨

石或ば硫化鉄を俘つている◎概して硫黄はその鉱化作用

の著しいものでは所謂岩鉱を形成している。　　　　　如

鉱石の種類としては以上の結果より見て，岩鉱・昇華

鉱・硫化鉄鉱がある。

　　　　　　7．・品位及び鑛量　．
第1乃至第9．露頭の上鉱及び下鉱の李均試料を分析し

た結果は次の通りセある。（可δ海道支所伊藤聰分析）

繋灘膿鎗瞬蝋・』ぜ轡奪璽頭癖懲瓢書頭面輪11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上欽75．57

　第6露頭は主としそ安山岩を交代しているが，屡々水

生植物の茎その他を交代して沈澱性を示す部分があるρ

西より東への延びの長盤1は閥mで・傾斜が10。と云う．’

極めて緩漫な露頭面を示外幅嬬難m迄見られる。富

鉱部はその中心寄りであるが，特にその中にも薯箇所の
極めて慶良な部分が含豪れる。こめ部分の井戸堀（深度

2mで湧水）結巣に依る落レの方向は梢々東に向うよう

であるが，’深さ2膨位では予想の域を母ないq

　第7露頭は第1露頭に類似して各所に安山岩を残し，

明かな鉱染一交代鉱床を形成する。1辺あ長さが8m前1

後の三角形に露出する。富鉱部は南牛であつて，ζの種

鉱床としては極めて優良な品位を有する。

　第8露頭は本鉱山中の最も小さな露出をなし，長さ

（東北方向）10mにも満たないが，その西南孚に見られ

る富鉱部は最も優良なものであるo’この部は第6露頭と

・伺様，他の露頭とは趣を異にし，鉱染球は沈澱性のもの、

露頭名1鉱
　　E

石ls％一露齋障

、灘羅麟響響鱗．1灘1鴬il羅，圭

石ls％

〆

　　　　　　　　　　　　　　　鉱　49．59
　　　　　　　　　　　　　　　鉱94・20

〃
．
上

・鉱2手．6gt第9露施露蘭物7。18・

第4露頭至露頭面平均　　　　　　　10．08

　鉱量に関しては，今回の調査で井戸堀を行つたが湧水

．のために13血を越えなかつた。從ρて鉱床の形或は規　〆

模に就いては殆んど解らないので，、鉱量の算定も出来な，，

い。然し乍ら現在見られる露頭を追跡して，少く≧も第0

1乃至第6露頭は互に連結するように思われるの委，今

後の探鉱次第で相導量の銘量が見込まれる。

　　　　　　8・・沼箪及ザ現況
c本鉱床は昭和13年舛発見され1昭和U年奥り1安藤與

，介はその開発に着手し，多数の露頭が確認されブ專用道，

路も麗墾せられた。その後今弐大載の影響澄缶り昭和葺

年以降休山したが，、昭和23年になつて再度開発に乗り’

出し・蓮搬道路の修理も殆んど完了した。但し途中急峻．

噸脆あつて普通のトラックでは鋤搬出諮鋼紅
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　ない。現在ダンブカrは2台，そめ他2台を有し・前者

　、は山元より9取mの中間貯鉱場（建設中）迄の，後者ほこ

　れよりチkmの東馨円迄の搬出に計画されている。近い

　将来斜里駅より中間貯鉱場迄に省営トラックが通ずるよ

　うである。現在の蓮搬能力は略そ1・500戸）2・ooOt！月で

　ある。労務者は20余各であって，主として道路の修理

　及び鉱石り搬出に携わつているが，、近く数十名に壇員す

　るため山売飯場も略々完成してV・るd

㌧　山元第1現場にば2，000t余の貯鉱を有rし，引き続き

　第1現場を対象としての露天堀採掘を予定している。凱

　に斜里駅迄数テtの邊鉱を見たが，解山地と遠踵離トラッ

　ク輸邊のため，車体の故障・道路爾修理或は燃料入手の

　．困難性が隆路となつてい一るQ

　　　　　　　セ
　　　　　　　　　　　9。結　　言

　　．本鉱山の硫黄隼床は爆裂火口中に在つて，現在もなお

　その生球が行われつつあるQ鎮床下部の探鉱が不充分で，
　　　　　　　、、

　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
その形及び大きさが判然としない。今後の探鉱竜この点

に重点を置ぐ可きで，・差し当り2，3箇所の試錐（特に第

1露頭）が望ましいQ即ち第1露頭乃至第6露頭を通る弱1

線に沼5ものを主≧し，第7・第8露頭のよ複な高品位

鉱床の探鉱を杢考えねばなら加〕。㌧特に第1露頭が翫に

2，000㌻余の採掘を見，且つ剥土作業も進んでいるので，

当面の稼行の対象となるものである。

　現在トラック41台を有して月f，500乃至2，000tの蓮

搬能力を有するので，鉱床を確認するために積極的に各

露頭間の鋼土作業をなし，同時に各期間の坑内作業奪可

能ならしめるため第1露頭の良婬部より堀下げ，更に弱

線方向に水平坑を堀進するζとが望ましい♂こすするこ

とに依つて採掘，搬出を見乍ら探鉱を押』し進めることに

なり，企業も促進されるのではないかと思われるじ

　　　　　　　　　　　　　（昭和24年8月調査）
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　　　　　　　　　1・緒　　冒

　灘賀縣の依嘱により，昭和24年9月土倉鉱山の調査

に從事した。この調査は概査であるQなおこの調査には地

＊木阪支所長

　少匝質月幸長第1雀第5號

質調査所福井技官・高橋事務官・大阪通商産業局鉱山部

の田代・堀井両技官が参加した。調査の結果を報告する。

　　　　　　　　　2。要　レ旨

　今回の調査は・土倉鉱山の外廓を知り得たに過ぎない

が，明かな点について，意見をのべるる

　1）・本鉱床嫡その最盛時に於では，稼行漣押延長

1，080mに及んだが，よそれより114m下底である現在

稼行鑓の薙長は132寅にて，F鉱勢次第に劣勢となりつ

つある。これは探鉱方針が適当でなかつた爲で，鉱床は

下底に於ても，少くとも最盛時時代の鑓押延長以王に亘

るものであると思う。断暦の性質を明確にする事によつ　　’

て，本樋を再びつかみ，鑓押を各うべきである。

　これが爲には現在入坑不能の旧坑取朗けを至急行い，

』地質技衝者による精査を行い，具体的な探鉱方針を立で

るべきである。

　2）東部地域瓦谷鉱床の探鉱失敗の原因は，現在到明

している露頭をもつ七本鑓と誤認した爲であると、思タ。

．本鑓は現露頭南方200mの問に潜在するものと考え

られるoこれが探査の方法としては，次にφべる鉱床の

特性を念頭におき，地表の繕査を行うとともに，東部主

坑の奥の取り明げを行㌧～Fれに対して地質精査を行5

必要がある0

　3）1西部区域大里谷露頭Q探鉱が成功しなかつた原因
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